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日本金属学会誌(以下，会誌)は，本会設立の1937年に創

刊された学術論文誌である．図に，「本会の目的は一般金

属に関する理論に重きを置き学術と工業との連絡を密にし両

者の進歩発展を計るにある」(原文の旧漢字を新漢字に変換)

と謳う，初代日本金属学会会長本多光太郎先生による創刊の

辞の冒頭を載せる．その後1960年に欧文誌 Transactions of

The Japan Institute of Metals(2000年より Materials Trans-

actions)，1962年に日本金属学会報(1994年より まてりあ)

を分離し，金属のみならず関連する幅広い分野の研究成果を

対象とする和文学術論文誌として現在に至っている．また，

2013年以降は，全巻が金属学会ホームページ(1)および J

STAGE(2)上で公開されている．

私は，昨年よりこの会誌の編集委員長を拝命している．そ

こで改めて知ったのは，会誌の発行が危機的な状況であると

いうこと．各号 4 篇程度の論文掲載がやっとの状態で，そ

れを下回ると合本として隔月刊とせざるを得ないということ

であった．図に，年間掲載数，年間投稿数，およびインパ

クトファクター(IF)の推移を示す．2005年頃には年間180篇

ほど(各号15篇ほど)掲載していたが，徐々に減少し，2020

年には年間52篇(各号 4 篇強)の掲載にまで落ち込んでい

る．投稿時と掲載時の時間的ずれで投稿数が掲載数を下回っ

ている年もあるが，平均して採択率は80程度である．幸





図 2 日本金属学会誌における年間掲載数，年間投稿数，IF
の推移．

 　　　　　　委員会だより

い，IF は低いながら0.3～0.4程度を保っている．

近年とみに，大学等での研究者としての評価には一流の国

際学術誌に掲載された英語論文の数が求められている中で，

国内和文誌の意義を考え直してみる必要がある．そもそも

は，自国の言語で科学技術を教育，研究し，成果を発表，議

論する場を提供すること，ではないであろうか．物理や天文

などの純粋な理学と異なり，工学の一分野である材料工学に

とっては，背景にある産業を支えることは大きな命題であ

り，国際的アカデミアでの活動を主目的としていない企業の

技術者や研究者にも，大いに活躍していただくことを期待し

ている．そのような方々の発表の場として，また，将来アカ

デミアを目指す若者の前段階のトレーニングとして，会誌は

役に立てるのではないであろうか．

そのような方々のために，会誌の利点を以下のように纏め

てみた．

IF の付いた冊子体とオンラインジャーナルの 2 形態の雑誌

投稿・掲載ともに無料

発行後，即時に全論文フリーダウンロードが可能

掲載決定後 2 年以内であれば，Materials Transactions へ

の翻訳論文投稿が可能

日本金属学会 新進論文賞(3)の対象

また，世知辛いことではあるが，特に以下のような応募に

は，学術誌掲載論文が 1 篇でもあると有利になる．

日本学生支援機構奨学金の特に優れた業績による返還免除

日本学術振興会特別研究員 DC1，DC2

そのような学生さんには是非，会誌を活用していただけない

かと期待するところである．

現在，編集委員会では，会誌の魅力を高め，投稿数を増加

させるために，学会事務局と相談しながら，検討を進めてい

る．皆様も是非，会誌の発展にご協力をいただければ幸いで

ある．
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